
　「書く力」を高めるためには、よりよい表現を
模索して推敲する過程が重要であると考える。
作文などの長い文章を書く際に、Wordなどの
ワープロソフトを活用することで文章構成の推
敲作業が手書きと比べて容易になり、様々な表
現方法を試行錯誤することが可能となるだろう。
　「資料から得た根拠をもとに意見文を書く」と
いう単元では、１人１台の端末を活用して、推
敲の過程が見える学習の流れを計画した。

　４時間目の相互評価や推敲の際には、Word
のコメント機能を活用した。これによって、学
習者の思考の過程が残るため、「主体的に学習に
取り組む態度」の、「自らの学習を調整しようと
する側面」も見取ることが可能となるだろう。
そのため、指導と評価の一体化を目指す上でも
有効な手段となるのではないだろうか。

　コメント機能の活用として、相互評価する際
に、学習者同士で互いの文章にコメントをする
活動を取り入れれば、よい表現を可視化して共
有することや、学び合うことができるだろう。
また、推敲の過程を明らかにする方法としては、
「校閲」から「変更履歴の記録」を利用する方
法も有効であると考えられる。友達のコメント
も基にしながら自分の文章を客観的に見直し、
推敲のポイントや表現のねらいを明確にするこ
とができるのではないだろうか。
　このように Word を活用した文章作成と、そ
のコメント機能の活用をすることで、書きっぱ
なしで終わることなく、活動を通して「書く力」
の高まりを学習者自身がしっかりと感じられる
授業づくりができるのではないだろうか。
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国語 「書く力」を高めるＩＣＴ活用の工夫

POINT １
態度 　作文などの長い文章を書く際に１人１台の端末を活用することで、構成を推敲することや、

よりよい表現を模索しながら自らの「書く力」を高めようとする態度を育てることができる。

推敲の過程が見える Word によるコメント機能の活用

【単元計画】

１

２

３

４

５

・単元で身に付けたい力や学習の計画について
知る。

・インターネットで複数の資料を読み、共通点
と相違点を見付ける。

・意見文のテーマについて資料やインターネッ
トを活用し、調べ学習を進める。

・文章の骨子を考える。

・調べた情報から、意見文を書くために必要な
情報を選択する。

・Word を用いて構成を工夫し、意見文の下書
きを書く。

・下書きを班の中で交流し、相互評価する。
・Word を用いて下書きの推敲をする。

・下書きを参考に Word を用いて清書する。
・単元の学習を振り返る。

【コメント機能を活用した例】

「皆さんは～」な
ど、読者に呼びか
ける文で興味を引
く書き出しにした
い。

　私はよく母とけんかを
する。一人っ子なので家
で話す人が親しかいない。
そして腹を立てるのも親
しかいない。

【子どもの様子】



Ⅳ　中学校１学年の検査結果と指導の改善に向けて

　「書く力」を高めるためには、自由に書く体験
だけではなく、指定された条件に基づいて文章
を書く学習も必要だと考える。様々な生活場面
においても、文字数の制限や使用語句の指定な
ど文章作成に様々な条件が付くことが多い。
　そこで Teams の課題機能を活用し、文章作
成の条件を示すことで子どもに伝わりやすくな
ると考えた。例えば、「随筆を書く」の単元のま
とめの作文では、Teams で以下のように課題を
提示した。

　また、Teams の課題作成では評価基準を提示
し、身に付ける力を明確にすることができる。

　さらに、提出された作文に対して、よい部分
に下線を引くことや、コメントを付けて返却す
ることができる。

　「書く力」を高めるためには、こうしたフィー
ドバックを積み重ねることが重要であると考え
る。また、書きっぱなしにしないことが何より
大切だと考える。
　フィードバックをするのは教師または子ども
同士であり、作文の種類や読み手の設定によっ
て変更できるだろう。自分の言葉がどのように
相手に伝わったのかをフィードバックから知る
ことで「書く力」の向上につながると考える。
このように、Teams の活用によって「書く力」
を高める指導の工夫ができるのではないだろうか。
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POINT ２
思・判・表 　Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔ の Ｔｅａｍｓ を活用することで、課題の提示や条件の確認が容易になる。また、提

出された作文に対するフィードバックも簡単に返すことができる。

効果的に課題提示とフィードバックをする Ｔｅａｍｓ の活用

本別町立本別中学校　教諭　加地　　曜

【課題】
　身近に起きたことや経験したことをまとめて、
叙述の仕方を考えよう。
【条件】
　・自分にしか書けない表現の工夫をする。
　・四百字以内で書くこと。

【課題提示の例】

【評価基準の例】

【たいへん良い】
　自分の経験したことが伝わる文章になるよう
に、よりよい叙述の仕方を考えたり、資料（類
語辞典や季語辞典等）を活用したりしながら、
工夫して書くことができる。
【良い】
　自分の経験したことが伝わる文章になるように
叙述の仕方について工夫して書くことができる。

【子どもの作文の一部】
　結果に固執するクラスの風潮に私はなじめな
かった。でも、その理由は自分の中でも曖昧な
ものだった。そんな時だ。彼の文章に出会った
のは。「……。」その言葉は、雷のように私の心
を打ち、…
【フィードバック】
　倒置法を使ったり、比喩表現を使ったりしな
がら、自分の心情の変化について文章にまとめ
ることができています。語彙力も豊かで、書き
手の意図が明確に伝わる文章です。

【作文の一部とフィードバックの例】



　社会科は暗記科目という思い込みにより苦手
意識をもつ子どもが多い。その原因の１つとし
て、教師が一方的に説明する授業が展開されて
いることが考えられる。
　新しく改訂された学習指導要領や評価の観点
の整理により、「教師が一方的に教える入力型授
業」から、「子ども自身が考え、発言する出力型
授業」の展開に発展させる必要があると考える。
学んだことを基に「何ができるようになったか」
「さらに知りたいことは何か」「何が分からなか
ったか」を考えることを大切にしたい。
　そこで、単元を見通した振り返りシートを活
用することにした。毎回の授業の目標と課題に
ついて子どもが考察し、文章化していくものと
なっている。これにより、授業の中で何を理解
し、何を理解できなかったか、理解するには何
をすればよいかを把握することができる。

　もう１つは、解き直しプリントである。主に、
定期テストや学力テストの後に実施している。
ただ、正しい答えを確認するだけではなく、な
ぜ間違えたのかを考え、理由を記入することで、
自分自身の思考プロセスを把握することを目的
にしている。
　言葉を覚えることを主たる目的としているの
でなく、自分で調べ、新しい知識を獲得する中
で、社会的な見方・考え方を育成する取組にな
ると考えられる。
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社会 社会科の「見方・考え方」を育む授業

POINT １
知・技 　振り返りシートと解き直しプリントを活用し、知識を獲得する。

子ども自身が知識を獲得する授業へ

【振り返りシートの例】

　「お題」の答えを授業の終わりに記入させる。
なるべく自分の言葉で書くように指示している。

　事前に子どもに「お題」を渡しておくこと
で、単元を見通して学習することができる。

【解き直しプリントの例】

　正しい答えを記入するだけでなく、必ず、「調べ
て」「考えて」「分析する」ことを意識させる。



Ⅳ　中学校１学年の検査結果と指導の改善に向けて

　社会的な見方・考え方を働かせ、資質・能力
の基礎を育成することが社会科の目標であり、
そのためには、子どもの興味・関心を高めるこ
とが大切である。少しでも子どもが社会科の授
業に興味・関心をもてるように、心掛けている
授業の導入や展開を紹介する。

１　実物の活用

　個人で撮った写真を提示したり、江戸時代に
使われていたもののレプリカなどを使用したり
することがある。気を付けていることは、提示
するタイミングである。子どもたちの興味を引
き付けるために、授業冒頭で提示したり、学習
内容を確認するために提示したりと、子どもか
らなるべく多くの疑問が出るように工夫をして
いる。

２　資料（史料）の活用
　教科書や資料集には、貴重な資料（史料）が
ある。一読では十分理解できない言葉を調べて
おいて、教師と一緒に読み解く中で内容を深め
たり、注釈が書かれていないグラフを子どもた
ちに検証させることで内容を深めたりしている。

３　ＩＣＴの活用
　学習の冒頭で「裁判といえば」というテーマ
でアンケートを取り、ＡＩテキストマイニング
で可視化し、提示した。ＩＣＴを使えばアンケ
ートから集計することも簡単で、子どもも興味
をもちやすい。

　ＩＣＴを使ったスライド作りも効果的である。
まず、キーワードから子どもの興味・関心に合
わせグループのテーマを決める。次に、グルー
プの中で手分けしながら資料を調べ、課題と今
後の取組についてまとめ、その後クラスで発表
し、交流する。

　このように授業の導入や展開を工夫すること
によって、社会科への興味・関心を高め、社会
的な探究心を引き出すことができるだろうと考
える。
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～社会科への関心を高めながら～

POINT ２
態度 　さまざまな資料（史料）やＩＣＴを活用し、社会科への興味・関心を高める。

社会的な探究心を引き出す授業

士幌町立士幌町中央中学校　教諭　鈴木日向子

　奈良県にある黒一色のローソン（左）と沖縄県に
ある朱一色の屋根瓦があるローソン（右）

【AIテキストマイニング】

【Google Slides の活用】



　１人１台端末環境の実現によって、子ども一
人一人の習熟度に応じた課題配布や、学習状況
の分析・把握が容易になった。
　新しい観点となった「主体的に学習に取り組
む態度」は、知識及び技能を獲得したり、思考
力、判断力、表現力等を身に付けたりするため
に、自らの学習状況を把握し、学習の進め方に
ついて試行錯誤するなど自らの学習を調整しな
がら、学ぼうとしているかどうかという意思的
な側面が重要であるとされている。そこで次の
ような展開が効果的だと考えられる。

１　本時の課題と学習事項の明確化
　授業の冒頭で、本時の課題と学習事項の説明
を教師用のデジタル教科書を使って短時間で行
う。子どもが学習の計画段階で、目標を考え、
見通しをもてるようにする。

２　学習の進め方の選択
　子どもは与えられた時間の中で、本時の課題
と向き合う。理解が進まない時は、解答・解説
の確認、子ども同士の学び合い、教師への質問
の３つから自分に適した方法を選択する。子ど
もは学習の進行場面で、自らの学習自体を調整
する。

３　本時の学習状況の把握
　子どもは２の学習の結果としての課題の達成
状況を自己評価し、Google Classroom の課題
配布機能を利用した確認テストに取り組む。確
認テストは難易度を３段階に分け、自己評価に
よって、テストの到達目標を設定し、易→中→
難の順に解答する。

４　長期的な学習状況の把握
　１～３の展開を毎時間繰り返し、子どものこ
れまでの総合成績（達成率）を子ども自身が毎
時間確認できるようにGoogle Classroom の採
点機能を利用し開示を行う。子どもは、長期的
な学習状況を把握することで、学習の進め方に
ついて試行錯誤する機会が生まれるのではない
だろうか。

　このように授業の中に学習を自己調整する機
会を設けることによって主体的に学習に取り組
む態度を身に付けることができると考える。
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数学 「個別最適な学び」における「指導の個別化」

POINT １
態度 　子ども一人一人の学習進度、学習到達度等に応じて、指導方法・教材や学習時間等の柔軟な

設定を行うことで「指導の個別化」を図る。

「指導の個別化」の工夫

【子どもの活動の様子】

【確認テストの難易度３段階】

【子どもの総合成績（達成率）の開示】



Ⅳ　中学校１学年の検査結果と指導の改善に向けて

　学校の授業だけでは子どもたちの知識や理解
は一律に深まるものではなく、乗り越えるべき
課題も一人一人違っていると考えられる。そこ
で、子どもたちが持ち帰る端末を活用し、自発
的な学びや家庭学習をサポートすることで、知
識及び技能の定着を図ることができると考え、
次のような取組を行った。

１　Google Sites を活用した既習事項の確認
　Google Sites で数学科のホームページを作成
し、単元ごとに学習内容のスライド（資料１、
２）を公開した。子どもたちが授業や自宅で自
由に既習事項の振り返りを行うことによって、
学びが深まるのではないだろうか。

２　Google Forms を活用した問題演習
　ホームページに Google Forms で繰り返し解
くことができる各単元の問題を公開している。
自動採点の機能を使い、子どもたちは授業の合
間や自宅にて興味・関心に合わせた問題演習に
取り組んでいる。一人一人に応じた学習活動に
取り組む機会を繰り返し提供することで知識及
び技能の定着を図り、深い学びへとつなげたい。
⑴　ホームぺージで興味・関心に合わせた問題

を選択する。

⑵　Google Forms で問題演習を行う。

⑶　自動採点結果を基に誤答を分析する。

⑷　再び⑴で問題演習に繰り返し取り組み、知
識及び技能の定着を図る。
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と「学習の個性化」

POINT ２
知・技 　教師が子ども一人一人の興味・関心に応じた学習活動や課題に取り組む機会を提供すること

で、子ども自身の学習が最適となるよう調整する「学習の個性化」につなげることができる。

「学習の個性化」の工夫

音更町立緑南中学校　教諭　柴田　悠二

【資料１　既習事項のスライド】

【資料２　既習事項のスライド】



　これまでの授業で振り返る時間を満足に取る
ことができなかったと感じることが多かった。
しかし、子どもが知識及び技能を身に付けるベ
ースとして振り返りというものは欠かせないも
のになると考えられる。今回は振り返りの方法
を工夫した取組を提案したい。
　そこで、注目したのがＧＩＧＡスクール構想
の下、急速に広がったタブレット端末である。
カメラ機能を活用し、今までは記憶でしか残せ
なかった実験を何度でも見返すことのできる記
録として映像に残すことで、振り返りの際に使
用できると考えた。
　そのうえ、つくられた教材の映像ではなく、
実際に自分が経験した映像への興味・関心は高
いものになると考えられる。

　また、１単位時間の中で実験と振り返りまで
進めることが難しい内容の課題もある。これま
では、実験したときの様子を想起させながら説
明することしかできなかった。しかし、映像と
して記録しておけば、鮮明な記憶として思い返
すことができる。
　さらに、一瞬のことで気が付かないささいな
変化であっても、繰り返して何度も確認できる
などのメリットもあると考えられる。
　こうした工夫をすることで、子どもたちはレ
ポートづくりなどの振り返りの時間を前向きに
取り組み、知識及び技能を確実に身に付けるよ
うになるのではないだろうか。
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理科 １人１台のタブレット端末を生かし、

POINT １
知・技 　実験を映像として残すことで、次時の振り返りのときに使用することができ、レポートをま

とめる際にも活用することができる。

実験映像を振り返りで活用し、知識を定着させる指導の工夫

【実際に撮影した画面】

【タブレットで実験を撮影する様子】

実験の様子を自分たち
で撮影することで、学
習内容の振り返りがし
やすくなる

自分が行った実験
なので、自分事と
して捉え、前向き
に学習に取り組む
ことができる

【子どもが作成した実験レポート例】



Ⅳ　中学校１学年の検査結果と指導の改善に向けて

　振り返りの工夫として POINT１で紹介したタ
ブレット端末で撮影した映像を生かし、子ども
自らがポートフォリオをつくる活動を紹介した
い。

１　Google Slides を Classroom で配布する
　ある程度の枠組みをつくったスライドを章ご
と、もしくは単元ごとに用意し、子どものタブ
レット端末に配布することで、子ども一人一人
が編集作業を行うことが可能になる。

２　実験後にその授業で学んだことを打ち込む
　その時間の授業で学んだことを自分の言葉で
まとめる。その際には、既習事項を確認するこ
とになるため、ワークシートや理科ノートを見
返す機会が生まれる。
　板書した内容をそっくりそのまま書き写す子
どももいるが、できる限り自分の言葉でそのと
きに感じたことを交えながら記載するように指
導していく。すると、少しずつではあるが学ん
だことを自分なりに表現することができるよう
になってくる。この取組は「表現」する力を養
う場にもなるのではないだろうか。

　また、実験直後にスライドを作成する時間を
取ることができなくても、学習内容を見返すた
めの映像や理科ノートがあるため、別の機会に
スライドを作成することも可能である。

３　撮影した映像をスライド内に貼り付ける
　撮影した映像は子どものタブレット端末上に
保存されているため、一度 Google ドライブ上
に移し替える必要がある。しかし、その作業の
方法さえ分かれば、簡単に動画をスライド上に
貼り付けることができる。

　教師は、作成したスライドをいつでも閲覧す
ることが可能になる。そのため、うまく記載で
きていない子どもには適宜アドバイスを行い、
学習内容を振り返ることができるように指導す
ることで、主体的に学習に取り組む態度の素地
を養うことができるのではないだろうか。
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振り返りを充実させる授業づくり

POINT ２
態度 　その時間の学びを自分の言葉でまとめることで、学習内容の振り返りをする機会を増やすこ

とができる。また、映像があることで時間がたった後でも振り返りがしやすくなる。

Google Slides を活用した振り返りシートの工夫

芽室町立芽室中学校　教諭　中村　達也

【子どものレポート例】

学んだこと
・マッチを、下に向けると火が強くなって、上に向けると火が弱
くなることが、わかった。

・マッチに火を付けるときは、灰皿の上でやると安全だというこ
とが、わかった。

・マッチを消すのを失敗してしまったから、次やるときは消すと
ころまで失敗せずにできるように、頑張る。

【実験映像を貼り付けたスライド例】



　学習指導要領には、「話すこと［やり取り］」
と「話すこと［発表］」の２つの領域において、
簡単な語句や文を用いて即興で話すことが求め
られている。
　教科書では、それぞれの単元で学習した文や
表現を使いながら自由に活用できる巻末資料が
設けられている。それらを活用し、授業冒頭の
10　分間で継続して行う帯活動の実践を紹介した
い。

１　ゲーム要素を入れた言語活動
　教師と子どもが１対１の形で話し、教師が出
題する問題に子どもが答えられたら座るという
ゲーム形式の活動を以下の順序で行う。

　多様なやり取りを積み重ねることで、言語知
識が蓄積され、次の対話に生かすことができる。
教師は子どもの答えをいくつか黒板に板書し、
全体で共有する。子どもは今まで知らなかった
表現をノートに記録することで、言語知識を増
やし、対話で使える表現を定着させることがで
きる。また、今までの対話を振り返り、間違い
に気付き修正するなど、自分の言語知識を常に
更新することができる。

２　トピックを選ぶペア活動
　ペアで興味・関心のあるトピックを選び、決
められた時間内で対話をする。10　分間に、ペア
を変え、複数回行う。夏休みや文化祭といった
行事など身近なトピックを選択肢に入れると、
子どもが生き生きと対話をする姿が見られる。
たとえ同じトピックを選んだとしても、交流す
る相手が異なるため、常に即興性が求められる
活動になる。また、回数を重ねるうちに、友達
の表現を活用するなど工夫が生まれていく。

　言語活動に即興性を求めるとき、子どもの言
語知識がある程度蓄えられていないと即興性の
ある対話やスピーチは難しいだろう。他の子ど
もの答えを聞きつつ、新しい知識も蓄えること
ができる１の活動と、子ども同士の対話で自己
表現する場を多く設けることができる２の活動
を交互に組み合わせることで、対話の即興性を
養うことができると考えられる。これらの活動
を日々継続することで、子どもは言語知識が増
え、他の言語活動に生かすことができるのでは
ないだろうか。
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英語 帯活動とパフォーマンステストで即興性を

POINT １
知・技 　毎時の導入で、復習を兼ねた言語知識を蓄える時間を設ける。交流する子どもによって会話

は常に変化するため、対話を楽しみながら即興性のある言語活動を行うことができる。

身近なトピック、簡単な対話から育てる即興性

⑴　教師がトピックに基づいた質問をする。
⑵　子どもの応答に基づいて、教師は次の質問
を考える。

⑶　教師は前の回答者の答えを次の回答者の質
問に応用する。

⑷　子ども同士で関連する質問をするよう促す。

【ペア活動の様子】



Ⅳ　中学校１学年の検査結果と指導の改善に向けて

　考えや気持ちを正しく伝えることや、テーマ
に沿ってスピーチをしたりすることに苦手意識
を感じる子どもが多いように見受けられる。そ
こで、頭の中で情報を整理しながら筋道を立て
て即興で話す力を育てるために、Lesson９の単
元のまとめとして、ゴミ問題などの環境問題を
テーマにしたスピーチをするというパフォーマ
ンス課題を以下の流れで実践した。

１　ルーブリックの確認
　教師がパフォーマンスを実際に行い、モデル
を示した。それぞれの観点でどんな力が求めら
れているのかをルーブリックを活用しながら説
明し、子どもと共有する。

２　スピーチテーマの確認
　スピーチのテーマと資料が書かれたカードは
発表の１分前に子どもに渡される。子どもはテ
ーマを確認し、資料から読み取った事実や、自
分の意見を整理し、既習事項を使ってどのよう
に伝えるかを考え、発表の準備をする。カード
は３種類用意し、前の発表者とスピーチの内容
が重複しないように配慮する。

３　１分間の即興スピーチ
　相手に自分の考えを知ってもらうために、資
料を示しながら、資料から読み取った事実や自
分の考えを簡単に述べる。

４　自己評価と振り返り
　発表後は、ルーブリックを活用しながら、自
己評価をする。また、発表したことを英文で書
くという活動を取り入れた。即興性のある発表
は、緊張のあまり焦ってしまい伝えたいことが
思い通りに伝えられない場合がある。落ち着い
た環境で自分の考えを振り返る時間を設け、英
文で再度表現することで、より思考を高められ
るのではないかと考えた。
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育てる授業づくり

POINT ２
思・判・表 　既習の知識や技能を生かしてその場で話す活動を継続的に取り組むことで、即興で話す力を

高めていく。

即興性を求めたパフォーマンス課題

芽室町立芽室中学校　教諭　横田　史稀

【パフォーマンステストの様子】

【子どもの発表例】

Look at this graph.
It shows the using rate of paper in the 
world. China uses 25% of paper.
America uses 15% of paper.
China and America should reuse more.

発表者

グラフを
提示

次の発表者

評価者

教師用の録画

【カードの例】

THE USING RATE OF PAPER
中国，
２５%

その他，
５５% アメリカ，

１５%
日本，５%


